
令和
8年

四季を告げる里山があり、あたたかな人が集まるまち
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上西
管理栄養士

●身体的虐待
殴る、蹴る、叩く、激しく揺さ
ぶる、家の外にしめだすなど
●性的虐待
子どもへの性的行為、性行為を
見せる、ポルノグラフティの被
写体にするなど
●ネグレクト
子どもを家に残して外出する、
食事を与えない、ひどく不潔に
する、自動車の中に放置する、
重い病気になっても病院に連れ
て行かないなど
●心理的虐待
言葉による脅し、無視、きょう
だい間で差別的扱い、子どもの
前で家族に対して暴力をふるう
（ＤＶ）など

児童相談所
虐待対応
ダイヤル

いち はや  く　オレンジリボン運動は、
　児童虐待防止の象徴である
「オレンジリボン」を広める
運動です。一人でも多くの方
に児童虐待に関心を持っても
らい何ができるかを考え、行
動してもらおうという活動が
「オレンジリボン運動」で
す。児童虐待防止を願って、
皆さんの暖かい心でツリーを
明るいオレンジ色いっぱいに
してください。
●設置場所
　役場新庁舎1階ロビー
●期間
　11月30日㈪
　まで

その他の電話相談窓口

栗山町子育て支援センター
　☎0123-72-1280

栗山町役場福祉課
福祉 子育てグループ
　☎0123-73-2222

岩見沢児童相談所
　☎0126-22-1119

栗山警察署
　☎0123-72-0110

子どもへの虐待とは…

体
罰
に
よ
ら
な
い
子
育
て
を
広
げ
る
た
め
に
、

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
。

●内　容	 運動あそび
●場　所	 児童センター
●対　象	 町内在住の6カ月～1歳5カ

月までの乳幼児と保護者
●持ち物	 飲み物
●申込み	 11月6日㈮まで

●内　容	 クリスマス制作
●対　象	 町内在住の1歳6カ月～

未就園の幼児と保護者
●申込み	 11月20日㈮まで

●内　容	 体験入園（ホール遊び）
●対　象	 0歳～就学前の乳幼児と保護者
●給食代	（親子で）500円
●申込み	 11月13日㈮まで●申込み	 前日まで

●内　容	 クリスマス制作
●対　象	 0歳～就学前の乳幼児と保護者
●定　員	 5組程度（要予約）
●給食代	 1食260円（親子で520円）
●申込み	 11月13日㈮まで

●内　容	 ふれあい遊び・おもちゃ
作り・ママカフェ

●対　象	 町内在住の3～5カ月の
乳児と保護者

●持ち物	 バスタオル

●内　容	 あきのもぐもぐ収穫day 
	 ～とって ぬいて あきみっけ～
	 お庭あそび
●対　象	 0～3歳までの乳幼児と保護者

●内　容	 親子あそび
●場　所	 児童センター
●対　象	 就学前の乳幼児と保護者

●対　象	 就学前の乳幼児と保護者
※同日、お父さん講座も開催予定
詳細はスキップだよりまたはハグ
くりでご確認ください

大豆水煮缶
・・・1缶（60g程度）

コーン缶・・・50g
きゅうり・・・1/2本
チ ー ズ・・・20g
ハ　　ム・・・2枚
ひ じ き・・・1g

①大豆の水煮缶とコーン缶はざるにあけて水気を切る。
②きゅうり、チーズ、ハムは1㎝の角切りにする。
③ひじきは水でもどしさっと湯通しし水気を切る。
④ボウルに①～③とマヨネーズで和え、塩・こしょ

うで味を調える。
　お好みで粒マスタードを加えてできあがり。

大豆たんぱく質は、良質な
たんぱく質で吸収率もよく、
カロリーも控えめです。
大豆とチーズでカルシウム
も補給できますよ。

カロリー（材料分）：195kcalカロリー（材料分）：195kcal
食塩相当量：0.9ｇ食塩相当量：0.9ｇ

マヨネーズ・・・大さじ1強
塩・こしょう・・・少々
粒マスタード（お好みで）

●内　容	 おもちゃの修理

みんなで
遊びましょう！

●内　容	 管理栄養士・保健師による個別相談
●対　象	 町内在住の就学前の乳幼児と保護者
●持ち物	 母子健康手帳、バスタオル

児童虐待かと思ったら、すぐにお電話ください。
通告は匿名で行うことができます。内容に関する秘密は守られます。

オレンジリボンには
子ども虐待防止の願いが
込められています

【問い合わせ】　子育て支援センター「スキップ」　☎72-1280

●内　容	 楽しく体を動かして遊ぼう！
	 新聞紙で遊ぼう！
●対　象	 0歳～就学前の乳幼児と保護者
●申込み	 11月24日㈫まで
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 【問い合わせ】住民保健課健康推進グループ　☎ 73-2256

令和７年度の健康診断受診率をお知らせします
健診種別 対象者受診率

生活習慣病予防健診

特定健診

いきいき健診

20～39歳で国民健康保険加入者または
健診受診機会のない方

40～74歳の国民健康保険加入者

後期高齢者医療制度加入者

4.1％
（令和6年度から0.7ダウン↓）

52.9％
（令和6年度から1.0アップ↑）

9.4％
（令和6年度から0.8ダウン↓）

　町で実施している各種健診では、60代と70代の方
が多く受診されています。特定健診の結果では国と
比較して、どの世代でも男女共にメタボリックシン
ドロームに該当する方が多い結果となりました。
　メタボリックシンドロームとは、内臓脂肪が過剰
に蓄積されていることに加え、血圧上昇、空腹時の
高血糖、脂質の異常値などがみられる状態のことを
いいます。この状態は自覚症状がほとんどありませ
んが、脳梗塞や脳出血、心筋梗塞や不整脈、慢性腎
臓病（進行すると透析治療が必要）などの原因とな
る“動脈硬化”のリスクを高めることがわかっていま
す。これらの病気は、悪化すると介護が必要になり
ます。さらに栗山町では、心臓に関連した病気で亡
くなる方の割合は国と比べて高いです。
　症状が現れてから病院に行くのではなく、１年に
１回健康診断を受け、症状がない段階から“動脈硬化”
を予防していきましょう。
　町ホームページでは、保健師・管理栄養士による
健康に関するコラムを掲載しています。

栗山町の死因順位（令和６年度）
１位　がん ２位　心不全 ３位　老衰
４位　脳血管疾患 ５位　肺炎 ６位　虚血性心疾患
７位　不整脈 ８位　腎不全 ９位　自殺

※　青色は国と比較して死因割合が高い病気

【場所・日時】
○総合福祉センター「しゃるる」　

11月29日㈰	 7：30～
1月17日㈰	 7：30～

○札幌がん検診センター（無料送迎バスあり）
11月19日㈭　7：50役場集合

※がん検診と併せて、上記３つの健診も受診できます。

■受付窓口：住民保健課健康推進グループ
☎73-2256

■インターネット受付
栗山町　集団健診

集団健診のお知らせ

　

令
和
９
年
度
に
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も

園
・
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
所
を
希
望
す
る
児

童
の
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　
（
窓
口
⑤
番
）　
☎
�
２
２
２
２

　
※
入
所
申
込
書
な
ど
も
配
布
し
て
い
ま

　
　
す
。

◆
入
所
条
件

　
次
の
い
ず
れ
か
の
理
由
で
保
護
者
お
よ

び
同
居
の
親
族
の
方
が
家
庭
で
お
子
さ
ん

を
保
育
で
き
な
い
場
合

①
就
労
（
フ
ル
タ
イ
ム
・
パ
ー
ト
・
自
営
）

②
妊
娠
・
出
産

③
保
護
者
や
同
居
者
の
疾
病
・
障
が
い

④
就
職
活
動

⑤
そ
の
他

◆
保
育
時
間

・
標
準
時
間

午
前
７
時
半
～
午
後
６
時
半
（
就
労
時

間
が
月
１
２
０
時
間
以
上
の
方
）

・
短
時
間

午
前
８
時
半
～
午
後
４
時
半
（
就
労
時

間
が
月
64
時
間
以
上
１
２
０
時
間
未
満

の
方
）

◆
申
込
み
に
必
要
な
書
類

①
申
請
書
（
町
様
式
）

※
希
望
保
育
所
を
第
３
希
望
ま
で
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
所
希
望
の
多
い
保
育
所
に
つ
い
て
は
、

利
用
調
整
を
行
い
ま
す
の
で
、
第
１
希

望
の
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

②
就
労
証
明
書
ま
た
は
保
育
が
必
要
な
理

由
の
確
認
で
き
る
書
類

※
育
休
明
け
の
方
は
育
児
休
業
期
間
の
わ

か
る
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の
ま

た
は
、
令
和
８
年
度
の
住
民
税
所
得
課

税
証
明
書

※
令
和
８
年
１
月
１
日
に
栗
山
町
に
住
民

登
録
の
な
い
方
の
み
。

◆
保
育
料

　
４
月
か
ら
８
月
の
保
育
料
は
令
和
８
年

度
、
９
月
か
ら
３
月
の
保
育
料
は
令
和
９

年
度
の
住
民
税
額
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
利
用
条
件

　
昼
間
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど
で
い
な
い

家
庭
の
小
学
１
～
６
年
生
ま
で
の
児
童
が

対
象
。

保
育
所
（
表
１
）

認
定
こ
ど
も
園
（
表
２
）

児
童
ク
ラ
ブ
（
表
３
）

保育所名（経営主体名） 住所・電話 定員 受入年齢

継立まつば保育園
（学校法人 松田学園）

継立 176
☎75-2032 20 人 生後 9週～

マロンキッズ保育園
（学校法人 松田学園）

朝日 3丁目
☎76-7258 19 人 生後 9週～

3歳未満

【表 1】町内の保育所

園名（経営主体名） 住所・電話 定員 受入年齢

栗山いちい認定こども園
（社会福祉法人 水の会）

中央 3丁目
☎ 72-1572

80人
予定 生後 9週～

幼保連携型
栗山めぐみこども園

（学校法人  栗山立正学園）

錦 2丁目
☎ 72-4914 30人 満 1歳～

【表 2】町内の認定こども園（2・3 号）

クラブ名（地区名） 定員 開設時間

にじのこ児童クラブ 1組（栗山）
※

40人 【月～金曜】
下校時 ～
18：30

【土曜、学校
休業日】
8：00 ～
18：30

にじのこ児童クラブ 2組（栗山）
※

40人

マロンキッズ児童クラブ（朝日） 20人

どんぐり児童クラブ（角田）
※※

20人

かぜの子児童クラブ（継立） 20人

【表 3】町内の児童クラブ
◆
申
込
み
に
必
要
な
書
類

①
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
込
書

※
栗
山
地
区
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、

定
員
を
超
え
る
と
待
機
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

②
就
労
証
明
書 

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の
ま

た
は
、
令
和
８
年
度
の
住
民
税
所
得
課

税
証
明
書

※
令
和
８
年
１
月
１
日
に
栗
山
町
に
住
民

登
録
の
な
い
方
の
み
。

◆
利
用
料

　
令
和
８
年
度
の
住
民
税
額
に
よ
り
５
段

階
に
わ
か
れ
て
い
ま
す
。

※
傷
害
保
険
料
を
別
途
負
担
し
て
い
た
だ

　
き
ま
す
。

　　  - 申込期間 -
11/2 ㈪～ 11/30 ㈪

※　栗山地区児童クラブ利用希望の場合は、定員を
超えると待機になる場合があります。

※※どんぐり児童クラブ（角田）は、農村環境改善
センターでの実施を予定しています。

年代別受診者数（単位：人）

■ 生活習慣病予防健診　　■ 特定健診　　■ いきいき健診
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 【問い合わせ】環境生活課環境政策グループ　☎ 73-7511

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
排
出
し
ま
し
ょ
う

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
町
内
会
・
自

治
会
等
が
所
有
・
管
理
し
て
い
ま
す
。

決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
収
集
当

日
の
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
排
出
し
ま

し
ょ
う
。

放
置
さ
れ
た
違
反
ご
み
の
排
出
者

に
は
個
別
に
指
導
す
る
こ
と
も

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
違
反
ご
み
の

排
出
が
確
認
さ
れ
、
同
じ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
利
用
し
て
い
る
他
の
町
民
か
ら
苦

情
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
再
分
別
と
注
意
喚
起
の
た

め
に
違
反
ご
み
に
は
シ
ー
ル
を
貼
り
、

一
定
期
間
収
集
を
し
ま
せ
ん
。し
か
し
、

長
期
間
放
置
す
る
と
生
ご
み
の
腐
敗
臭

や
害
虫
の
発
生
、
カ
ラ
ス
被
害
な
ど
の

問
題
が
起
こ
る
た
め
、
状
況
を
確
認
し

町
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

回
収
し
た
違
反
ご
み
は
、
排
出
者
特

定
の
た
め
に
中
身
を
確
認
し
、
判
明
し

た
場
合
は
個
別
に
再
分
別
の
指
導
を
行

い
ま
す
。

灯
油
用
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
点
検
は

お
済
み
で
す
か

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
積
雪
に
よ
る

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
転
倒
や
、
除
排
雪
に

よ
る
灯
油
導
管
の
破
損
な
ど
、
灯
油
が

漏
れ
る
事
故
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

灯
油
が
漏
れ
る
と
火
災
の
お
そ
れ
が

あ
る
ほ
か
、土
壌
や
地
下
水
へ
の
汚
染
、

さ
ら
に
河
川
に
流
出
し
て
し
ま
う
と
下

流
域
で
そ
の
水
を
使
用
す
る
農
作
物
や

飲
料
水
へ
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
汚
染
し
た
土
壌
の
除

去
費
用
な
ど
の
損
害
額
の
補
償
は
灯
油

を
流
出
さ
せ
た
方
の
責
任
に
な
り
ま
す
。

数
十
万
か
ら
数
百
万
円
、
多
い
と
き
は

数
千
万
円
単
位
の
請
求
が
発
生
し
た
こ

と
も
あ
り
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
配
管
の

点
検
に
は
充
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
点
検
ポ
イ
ン
ト

①
灯
油
の
残
量
が
不
自
然
に
減
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
盗
難
や
灯
油
漏
れ

の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

②
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
本
体
に
穴
が
開
い

て
い
ま
せ
ん
か
。

③
ス
ト
レ
ー
ナ
カ
ッ
プ
や
送
油
配
管

に
穴
や
ひ
び
割
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

④
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
足
場
は
ぐ
ら
つ

い
て
い
ま
せ
ん
か
。
ぐ
ら
つ
い
て

い
る
と
積
雪
や
強
風
、
地
震
で
転

倒
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
土
台
に
し
っ

か
り
と
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　

油
漏
れ
を
発
見
し
た
と
き
は
、
火
災

防
止
の
た
め
速
や
か
に
消
防
署
へ
連
絡

す
る
と
と
も
に
、
被
害
を
少
な
く
す
る

た
め
環
境
生
活
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

消
防
署
消
防
２
課

　

☎
�
０
１
５
０

　

環
境
生
活
課

　

☎
�
７
５
１
１
（
平
日
）

　
　

�
１
１
１
１
（
夜
間
・
祝
祭
日
）

ごみの出し方を確認してごみの出し方を確認して
くださいください

　

ご
み
袋
に
違
反
シ
ー
ル
が
貼
ら

れ
た
場
合
は
排
出
し
た
本
人
が
す

ぐ
に
引
き
取
り
、
適
正
な
再
分
別

を
行
っ
た
後
に
違
反
シ
ー
ル
の
上

か
ら
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
で
大
き
く

「
×
」
印
を
書
い
て
再
度
排
出
し

て
く
だ
さ
い
。

違
反
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ

て
い
た
ら
…
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日
本
か
ら
7
千
キ
ロ
離
れ
た
北

欧
の
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
。
世
界
的

な
福
祉
国
家
と
し
て
知
ら
れ
、
同

国
の
取
り
組
み
は
各
国
が
進
め
る

福
祉
施
策
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。 

　

介
護
福
祉
学
校
で
は
、
学
生
た

ち
に
先
進
国
の
福
祉
を
肌
で
感
じ

て
も
ら
お
う
と
、
平
成
8
年
か
ら

留
学
生
と
し
て
同
国
へ
送
り
出
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
9
月
に
3
人
の
学
生
が

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。

い
ざ
福
祉
先
進
国
へ
！

　

学
生
た
ち
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
首
都
ヘ
ル
シ
ン
キ
か
ら
北
へ
約

４
６
０
キ
ロ
に
あ
る
カ
ヤ
ー
ニ
、

さ
ら
に
１
５
０
キ
ロ
ほ
ど
北
東
に

あ
る
ケ
ミ
を
拠
点
に
、約
２
週
間
、

職
業
訓
練
校
や
高
齢
者
介
護
施
設

な
ど
で
実
習
を
重
ね
ま
し
た
。

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

　

学
生
た
ち
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
多
く
を
学
ん
だ

と
声
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

日
本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、

年
齢
や
人
と
の
距
離
感
に
対
す
る

文
化
的
な
捉
え
方
に
違
い
が
あ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
そ

の
特
徴
が
見
れ
ら
ま
す
。
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
高
齢
者
施
設
で
は
、　

ス
タ
ッ
フ
と
利
用
者
の
身
体
的
距

離
は
近
く
、
日
本
で
は
見
ら
れ
な

い
ハ
グ
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
で
は
敬
称
で
呼
ぶ
の
が
一

般
的
で
す
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で

は
敬
称
を
付
け
ず
名
前
で
呼
ぶ
た

め
心
理
的
距
離
も
近
い
よ
う
で
す
。

　

高
橋
さ
ん
は
「
ス
タ
ッ
フ
の
方

が
利
用
者
さ
ん
と
一
緒
に
ソ
フ
ァ

で
く
つ
ろ
い
で
い
る
様
子
を
み
て

驚
き
ま
し
た
。
気
持
ち
の
距
離
が

近
く
、
居
心
地
が
良
さ
そ
う
に
見

え
ま
し
た
」
と
言
い
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
福
祉

に
触
れ
て
い
る
と
、
日
本
と
の
違

い
に
気
づ
く
こ
と
も
多
く
あ
っ
た

そ
う
で
す
。「
日
本
の
介
護
は
、
利

用
者
さ
ん
の
自
立
支
援
・
自
己
決

定
を
支
援
す
る
の
が
基
本
で
す

が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
利
用
者

さ
ん
の
快
適
さ
を
重
視
し
た
介
護

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
も

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
も
利
用
者
さ
ん

の
こ
と
を
第
一
に
介
護
を
し
ま
す

が
、
考
え
方
に
違
い
が
あ
る
こ
と

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」

と
留
学
で
得
た
成
果
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

　
※
続
き
は
来
月
号
（
令
和
８
年
12

月
号
）
に
掲
載
し
ま
す
。

フィンランド交換留学（前編）

先進国の福祉を学ぶ

伊藤花
か れ ん

恋さん
（2年）

三浦くるみさん
（2年）

高橋くれあさん
（2年）※来月号と2カ月にわたって掲載します。
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国道234号で交通安全を呼びかけ

交通安全イエロー作戦

W杯出場を決め佐々木学町長へ表敬訪問

アンプティサッカー日本代表監督　尾形行亮さん

　

日頃の訓練で町民の命と財産を守る　　

南空知4町の消防団による演習　　

　南空知消防組合消防演習（主催：北海道消
防協会空知地方支部南空知分会・南空知消防
組合）が、10月17日、栗夢広場で開催され
ました。栗山町、長沼町、南幌町、由仁町か
ら323人の団員が集結し、分列行進、隊列行進、
救急救命訓練、放水訓練を披露。町民の安全
なくらしに向け士気を高めました。

　11月にメキシコで開催されるW杯への出場を決め
たアンプティサッカー日本代表監督の尾

おがたぎょうすけ
形行亮さん

が9月28日、佐々木学町長を表敬訪問しました。こ
の競技は上肢または下肢に切断・機能障がいのある
選手がプレーするサッカーで、尾形さんが率いるチー
ムはアジア大会で好成績を残していました。「メダル
を目指して全力で戦う」と意気込みました。

企業の森林づくり

株式会社岸本組と協定
　町は9月29日、美唄市の株式会社岸本組（岸
本友宏代表取締役）と「企業の森林づくりに関
する協定」を締結しました。5年間、町有林の
植樹や草刈りなどの森林保全活動を行います。
佐々木学町長は「大変心強い」と感謝を述べ、
岸本代表取締役は「次の世代のために未来を育
てる会社を目指したい」とあいさつしました。

　栗山町国道234号整備促進期成会（会長：佐々木
学町長）は、交通事故死ゼロを目指す日の9月30日、
国道234号沿線で交通安全イエロー作戦を実施しま
した。佐々木町長は「事故の未然防止に向けてしっ
かりと活動しましょう」とあいさつし、集まった
約20人の会員は「スピードダウン」などの旗を掲
げてドライバーに安全運転を呼びかけました。

地域ぐるみで災害への備えを確認

総合防災訓練を実施
　町は、10月３日、栗山高校を会場に豪雨
による河川氾濫を想定した総合防災訓練を実
施しました。会場では、救護や心肺蘇生、放
水、炊き出しなどの各種訓練のほか、自衛隊
や消防の車両、備蓄品の展示も行われました。
肌寒い天候の中でしたが、多くの町民が参加
し、防災への意識と関心を深めました。

全道大会での活躍を誓う

栗山剣道スポーツ少年団の2人が決意

　第40回空知管内スポーツ少年団剣道交流大会
の中学生女子個人戦で優勝・準優勝し、全道大
会への出場を決めた相

そう
馬
ま
道
みち
瑠
る
 さん（栗山中3年）

と梶
かじ
山
やま
愛
あい
奈
な
さん（同3年）が10月7日、吉田政和

教育長へ報告に訪れました。相馬さんは「全道
大会でも優勝目指して頑張る」、梶山さんは「全
道大会では優勝したい」と意気込みました。

ヒグマの出没時に備えて

町内で初の緊急銃猟実地訓練が行われる

　道内でのヒグマ出没情報が絶えないなか、町は、10
月14日、猟友会、栗山警察署、消防署と連携し緊急銃
猟訓練を実施しました。緊急銃猟は、人の生活圏にヒ
グマが侵入した際、市町村長の判断・指示によりハンター
が猟銃を使用できる制度。栗山ダムパークゴルフコー
スにヒグマが居座ったという想定で行われ、参加者は
それぞれの役割を確認しながら訓練にあたっていました。

新たな歴史の幕開け　　

7代目馬追橋が開通　　

　栗山町と長沼町の間を流れる夕張川に架かる馬追
橋が、約10年の工事期間を経て完成し、10月16日、
開通式が行われました。架け替えられた新しい橋の
長久を願う古くからの慣習である「親子三世代によ
る渡り初め」は、富士の長尾さん一家が努めました。
長尾さん一家を先頭に地域の方や関係者など約150人
が7代目馬追橋の渡り初めを行い橋の完成を祝いました。
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みんなおいで
よ！

地域おこし
協力隊です！

新しい力で
栗山を元気に

盛岡勇夫が制作した立体写真胸像 町
史
資
料
調
査
室
・
研
究
員
／ 

青
木　
隆
夫

YouTube で
歴史コンテンツ
公開中！

―――――――
町史資料調査室
☎ 76-7820

　

栗
山
で
は
米
坂
ヒ
デ
ノ
リ
氏
の

制
作
し
た
彫
像
作
品
を
よ
く
見
か

け
ま
す
。
こ
の
他
に
も
町
内
で
制

作
者
が
同
じ
像
を
見
つ
け
ま
し

た
。
前
に
、
角
田
小
学
校
校
庭
の

「
武
田
義
清
」
胸
像
を
紹
介
し
ま

し
た
が
、
そ
の
制
作
者
が
盛
岡
勇

夫
で
す
。
昭
和
２
年
に
立
体
写
真

を
考
案
し
、
そ
の
特
許
技
術
を

使
っ
て
、
今
で
言
う
３
Ｄ
技
法
で

数
多
く
肖
像
を
制
作
し
た
人
物
で

し
た
。

　

盛
岡
勇
夫
の
立
体
写
真
像
と

は
、
被
写
体
を
同
時
に
７
方
向
か

ら
撮
影
し
、
そ
こ
か
ら
銅
像
を
作

り
上
げ
る
技
術
で
、「
顔
の
凸
凹
を

再
現
す
る
た
め
影
が
わ
か
る
モ
ノ

ク
ロ
で
撮
影
、
そ
の
写
真
か
ら
銅

像
の
原
型
を
作
り
鋳
造
し
た
」
作

品
で
す
。
従
来
の
銅
像
等
が
「
美

術
家
の
技
術
に
委
ね
て
作
成
さ
れ

た
原
型
」
だ
っ
た
の
に
対
し
、「
写

真
術
を
応
用
し
科
学
的
に
制
作
さ

れ
た
」
も
の
で
し
た
。

　

代
表
作
に
は
昭
和
10
年
制
作

の
、
特
許
庁
に
あ
る
初
代
の
長
官

で
総
理
大
臣
に
も
な
っ
た
、
高
橋

是
清
の
胸
像
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

町
内
に
は
昭
和
42
年
に
復
刻
さ

れ
た
武
田
義
清
像
を
含
め
、
盛
岡

勇
夫
制
作
の
胸
像
が
３
体
あ
り
ま

し
た
。
開
拓
記
念
館
の
展
示
に
あ

る
昭
和
10
年
制
作
の
「
今
井
弥
平

次
像
」
と
、
栗
山
天
満
宮
の
境
内

に
置
か
れ
た
昭
和
45
年
制
作
の

「
高
山
金
作
氏
之
像
」
の
３
体
が

そ
の
作
品
で
す
。

「高山金作」像
（栗山天満宮境内）

No.52No.52

【問い合わせ】栗山公園案内所　☎ 72-0706　　指定管理者　株式会社たかはしダリア

　今年の春、安平町の鹿公園からやってきた仔鹿ちゃん。　
安平町と町にご協力いただき、新しい仲間を迎えることができました。
　スタッフや環境に慣れてもらうことからはじめ、少しずつお客様の呼ぶ声にも反応してくれるよう
になりました。なかよし動物園に来てから半年が経った今では、にんじんを欲しがって近づいて来る
ようになり、すっかり人気者で可愛がってもらっています。
　名前も先代のたいしのように優しく、愛されるようにと、同じ名前を付けることにしました。お空
へ旅立ったたいしも、見守ってくれていると思います。
　二代目「たいし」もどうぞ宜しくお願い致します！！会いに来てくださいね★

最終営業日 11月3日㈷　16：00まで

No.224No.224

▶
公
式
Ｈ
Ｐ

▶
フ
ェ
イ
ス

　
ブ
ッ
ク

▶
キ
ャ
ン
プ

　
＆
Ｂ
Ｂ
Ｑ

　
受
付

▶
な
か
よ
し

動
物
園
イ

ン
ス
タ
グ

ラ
ム

▶
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

最 新 情 報 を
簡単アクセス

　くりふとは地域の皆さまに気軽に立ち寄れる身近な施設として親しまれるようになりました。
　商店街や駅から近い立地を活かし、シニア世代の皆さんには特に「ほっとできる場所」と
して選ばれています。友人とのお茶の時間、待ち合わせの合間、シェアキッチンで提供され
るお料理やお菓子を味わうちょっとした休憩まで、日常の中のさまざまな時間が生まれてい
ます。
　また、団体の活動を披露する場として、飲食の提供や作品の展示や販売を行う場としても
利用されています。栗山手打ちそば愛好会がシェアキッチンで「新そばまつり」を開催したり、
くりふと連携イベントでは栗山陶芸同好会による「やきもの市」が行われたりしています。
こうした活動を通じて、新しい興味や仲間との出会いも生まれています。
　ちょっと立ち寄りたくなる、そんなくりふとへぜひご来館ください。

No.12　ちょっと立ち寄る。くりふとのある日常

【開 館 時 間】	 9：00～22：00（月曜休館、変動あり）
【所　在　地】	 中央 3丁目 154-1（栗山駅南側）
【問い合わせ】	 栗山煉瓦創庫くりふと　☎ 76-9945

栗山陶芸同好会「やきもの市」栗山手打ちそば愛好会「新そばまつり」

InstagramFacebookWeb

No.
114

　コミュニティ放送プランナー
の橋本潤一郎です。私はエフエ
ムくりやまで生放送から収録番
組まで幅広く番組制作を担当さ
せていただいていますが、今回
は「スクラジ！クリヤマ」（月曜
18 時半～放送）についてお話い
たします。

　「スクラジ！クリヤマ」は栗山
町内の児童・生徒・学生の皆さん
が週替わりで出演し、毎週各学
校の取り組みや子どもたちの興
味関心がある話題についてお伝
えする地域情報番組です。出演
してくれる皆さんは町内町外出
身問わず学校や栗山町への愛着
が強い子が多いです。嬉しいで

すよね。先人たちが大事にして
きた栗山町への思いはしっかり
と次の世代に繋がっていると感
じます。私はそのような声をラ
ジオを通して広く伝え、町内外
に希望溢れる栗山町を発信して
マチを盛り上げます！過去の放
送は町ホームページで公開して
いますので、栗っ
子たちの元気な
声に是非お付き
合いください！

コミュニティ放送プランナー

橋本潤一郎　隊員

ラジオを通して希望溢れる栗山町を発信！
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第第５５回  回  くりやまハーフマラソンくりやまハーフマラソン
10月11日㈰、第5回くりやま
ハーフマラソンが開催され、過
去最高の1,710人のランナーが
ゴールを目指し、町内を駆け抜
けました。絶好のコンディショ
ンの中、親子で3kmコースに参
加した2歳から、10kmコース
に参加した88歳まで幅広い年
代が疾走。ハーフマラソンを
ゴールしたランナーには抽選に
よる景品が贈られました。今年
も多くの協賛企業とボランティ
アに支えられました。

◀当日の様子や結果は、
こちらからご覧になれ
ます。

秋空の下、町内をランナーが疾走秋空の下、町内をランナーが疾走
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栗山消防団　団員募集

　歳末たすけあい運動で皆さまから寄せられた募金から、支援を必要とする世帯に対
して、見舞金を支給し、みんなで支えあう地域づくりを実施します。

「自分たちのまちは、自分たちで守る」
　そんな郷土愛の精神のもと、栗山消防団では、普段はそれぞれの
仕事をしながら、災害発生時には現場へ出動し、地域の安全と安心
を守る活動をしています。
　活動は、火災の消火活動だけではありません。防火ＰＲや広報活動、各種訓練・講習など、
地域を守るためのさまざまな活動に取り組んでいます。
　地域のために貢献したい方、消防団の活動に興味のある方、私たちと一緒に活動してみま
せんか？
　栗山消防団では、地域を守る仲間を募集しています。皆さんのご参加をお待ちしています。

栗山町に居住している方、または栗山町内でお仕事をされている方
・18歳以上45歳未満の健康な方
※男女を問わず募集しています。
※女性消防団員は消火活動（火災出動）は行いません。
地域の安全、安心を守る為、火災、救急の啓発活動
を中心に活動しております。

【相談日】　　毎週　月～金曜日（祝日除く）　8：30 ～ 17：15（商工観光課内　☎ 76-9550）
　　　　　　※上記の曜日以外の相談は、消費者ホットライン「☎ 188（いやや）」へ

今月のテーマ「点検商法被害が多発しています！」

見知らぬ人が点検訪問したら次の点に注意しましょう見知らぬ人が点検訪問したら次の点に注意しましょう
●公的点検は事前に郵送などで通知がきます。いきなりの点検には対応しないことが大切です
●対応してしまったら、相手の身分や業者名を社員証などで必ず確認しましょう
●「今日契約すれば安くなる」と言われてもその場で契約してはいけません。必ず家族や周りの人

に相談しましょう
●訪問業者に修理が必要と言われたら、複数の業者に見積りをしてもらいましょう

少しでも不安なことがあれば、南空知消費生活相談室に相談してください。少しでも不安なことがあれば、南空知消費生活相談室に相談してください。

　無料で家の分電盤を点検すると言って上がり込み、虚偽報告で不安をあおり、不必要な交換を契約させ
て数百万円などの異常に高額な請求をする事案が多発しています。
　ニュースでは被災地について報道されますが、現実では被災地でない場所でも多く発生しています。

POINT !

生活保護受給世帯を除く次のいずれかに該当する世帯
⑴　母子（父子）世帯（収入基準額：311万2千円以内）

（令和9年3月31日時点で18歳以下の子どものいる世帯）
⑵　70歳以上の１人暮らし高齢者世帯

（収入基準額：113万4千円以内）
⑶　75歳以上の１人暮らし高齢者世帯

（収入基準額：104万9千円以内）
⑷　70歳以上の高齢者夫婦世帯（収入基準額：178万6千円以内）
⑸　心身障害児・者のいる世帯①（収入基準額：347万8千円以内）

【身体障害者手帳1級または2級、精神障害者手帳1級のいずれ
かを所持】

⑹　心身障害児・者のいる世帯②（収入基準額：335万5千円以内）
【身体障害者手帳3級、精神障害者手帳2級のいずれかを所持】

⑺　心身障害児・者のいる世帯③（収入基準額：310万8千円以内）
【身体障害者手帳4級･5級または6級、療育手帳ＡまたはＢ、精
神障害者手帳3級のいずれかを所持】
※70歳以上の世帯は⑵または⑶の基準額が該当

⑻　在宅で寝たきりの方がいる世帯
⑼　高齢者福祉施設入所（入居）者の方で無年金者

※⑻、⑼は収入額を問いません
　収入基準額は、生活保護世帯の約1.3倍の収入額以内

対　　象

正式な支給額は、12月開催の配分委員会で決定いたします。
・前記⑵、⑶の世帯　9千円
・前記⑻の世帯　１万円
・前記⑼の世帯　５千円
・前記⑵、⑶、⑻、⑼以外の世帯　1万1千円

（参考：昨年実績）支 給 額

・12月下旬に地域担当民生委員がお届けします。支給方法

11月13日㈮までに、印鑑を持参の上、社会福祉協議会窓口にて「歳
末見舞金配分申請書」に必要事項を記入・押印し提出

申込方法・申込期間

南空知消費生活 ☎76-9550☎76-9550☎76-9550です！相 談 室
\相談室の専用電話ができました！/

入団条件

栗山消防団　団員募集

【問い合わせ】消防署消防１課消防団係　☎ 72-0150

【問い合わせ】　社会福祉協議会　事務局　☎72-1322

広報くりやま　2026. 11 2026. 11　広報くりやま2121 2020



　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対

象
と
な
ら
な
い
軽
度
・
中
等
度

の
難
聴
が
あ
る
18
歳
未
満
の
お

子
さ
ま
の
補
聴
器
の
購
入
及
び

修
理
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。　

◆
対
象
　

・
申
請
日
時
点
で
18
歳
未
満

・
栗
山
町
に
住
所
を
有
し
、
居

　

住
し
て
い
る
こ
と

・
聴
覚
障
が
い
に
係
る
身
体
障

　

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

　

い
な
い
（
交
付
基
準
に
該
当

　

し
な
い
）
こ
と

・
医
師
が
作
成
し
た
意
見
書
で

次
の
①
～
③
に
該
当
す
る
方

①
治
療
を
行
っ
て
も
、
聴
力
の

　

回
復
が
見
込
め
な
い
こ
と

②
両
耳
の
平
均
聴
力
レ
ベ
ル
が

　

30
デ
シ
ベ
ル
以
上
で
あ
る

③
補
聴
器
の
装
用
に
よ
り
言
語

　

の
習
得
な
ど
一
定
の
効
果
が

　

期
待
で
き
る
こ
と

◆
申
請
書
類
　

①
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
補
聴

　

器
助
成
申
請
書

②
医
師
の
意
見
書

③
補
聴
器
販
売
業
者
の
見
積
書

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
６
１
６
１

　

栗
山
町
に
在
住
す
る
外
国
人

向
け
に
、
生
活
に
必
要
な
日
本　
　
　
　

語
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
室
を
開

講
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時　

　

会
話
ク
ラ
ス　

11
月
10
日
㈫

　
ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス
11
月
24
日
㈫

　

各
午
後
６
時
30
分
～
８
時　

◆
場
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

◆
申
込
方
法

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
D
М

　
（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

　

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

代
表　

関
谷

☎
0
9
0（
3
1
2
2
）3
8
5
7

　
始
め
た
ば
か
り
の
方
か
ら
10

年
以
上
続
け
て
い
る
方
ま
で
ク

く
ら
し
・
支
援

特
別
冬
期
生
活
支
援
金

（
福
祉
灯
油
）
の
助
成

◆
対
象　
令
和
８
年
度
町
民
税

非
課
税
世
帯
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
世
帯

①
65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯

②
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
世
帯

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

　

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

　

手
帳
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち

　

の
方
が
い
る
世
帯

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
、
施
設

　

入
所
者
お
よ
び
長
期
入
院
者

　

は
対
象
外
で
す
。

◆
支
給
額　
１
２
０
０
０
円

◆
申
請
に
必
要
な
も
の
　

　

印
鑑
（
自
署
の
場
合
不
要
）　　

　

通
帳
、
障
が
い
者
手
帳
（
所

　

持
者
の
み
）

◆
申
請
期
限　

　

令
和
9
年
2
月
26
日
㈮

※
11
月
下
旬
に
対
象
と
な
る
可

能
性
の
あ
る
世
帯
に
案
内
を
送

付
予
定
で
す
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

　

福
祉
課

　

福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

   

ふ
じ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
・
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
運
動
公
園
・
栗

夢
広
場
・
町
民
球
場
・
栗
山
公

園
球
場
・
栗
山
ダ
ム
・
御
園
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
を
冬
季
間
閉
鎖
し

ま
す
。

◆
期
日　
11
月
4
日
㈬
予
定

※
天
候
状
況
に
よ
り
早
く
閉
鎖

　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
休
館
日

の
月
曜
日
を
11
月
か
ら
開
館
し

ま
す
。バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
卓
球
、

夜
は
フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど
の
ア

リ
ー
ナ
使
用
の
ほ
か
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
も
利

用
可
能
で
す
。

◆
期
間
　
11
月
～
4
月
ま
で

◆
時
間　

　

午
前
9
時
～
午
後
9
時

※
専
用
使
用
な
ど
で
使
用
で
き

　

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

　
「
利
用
予
定
表
」
を
ご
確
認

※
①
と
②
の
様
式
は
、
福
祉
課

５
番
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

　

福
祉
課

　

福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

　

身
体
に
障
が
い
が
あ
る
方
の

社
会
参
加
と
自
立
更
生
を
促
進

す
る
た
め
、
自
動
車
の
改
造
と

免
許
取
得
に
係
る
経
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象　

・
町
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
等

　

級
が
４
級
以
上
で
、
上
肢
・

　

下
肢
・
体
幹
・
運
動
機
能
の

　
い
ず
れ
か
に
障
が
い
の
あ
る
方

・
申
請
日
か
ら
起
算
し
て
過
去

　

６
年
間
に
こ
の
助
成
を
受
け

　

て
い
な
い
方

◆
助
成
額
　

　

各
助
成
の
上
限
額
10
万
円

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

〇
自
動
車
改
造
費
助
成

⑴
助
成
金
交
付
申
請
書

⑵
自
動
車
の
改
造
を
行
う
業
者

　

の
見
積
書
（
改
造
箇
所
と
経

　

費
が
明
確
な
も
の
）

ラ
フ
ト
バ
ン
ド
を
楽
し
ん
で
い

る
み
な
さ
ん
の
作
品
展
示
と
、

販
売
会
で
す
。
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
ま
す
。

◆
日
時　
11
月
14
日
㈯
～
15
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

◆
場
所
　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

　

※
入
場
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

　

☎
�
３
３
３
３

　

今
年
度
最
後
の
ハ
サ
ン
ベ
ツ

里
山
作
業
を
行
い
ま
す
。
一
緒

に
作
業
し
、
心
地
よ
い
汗
を
流

し
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　
11
月
８
日
㈰

　
午
前
9
時
～
正
午（
雨
天
中
止
）

※
小
学
校
３
年
生
以
下
保
護
者
同
伴

◆
内
容　

　
河
川
改
修
、
湿
地
環
境
整
備
な
ど

◆
持
ち
物　

　

汚
れ
て
も
良
い
服
装
、長
靴
、　

　

軍
手
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲

　

み
物
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

⑶
改
造
を
行
う
自
動
車
の
自
動

　

車
検
査
証
（
写
し
）

⑷
申
請
者
本
人
の
運
転
免
許
証

　
（
写
し
）

⑸
身
体
障
害
者
手
帳
（
写
し
）

〇
運
転
免
許
取
得
費
助
成

⑴
助
成
金
交
付
申
請
書

⑵
免
許
取
得
費
用
の
見
積
書

⑶
身
体
障
害
者
手
帳

※
助
成
金
交
付
申
請
書
は
、
福

　

祉
課
５
番
窓
口
に
あ
り
ま
す

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

　

福
祉
課

　

福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

　

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

お
よ
び
解
体
工
事
に
対
し
て
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者　
　

　

町
内
在
住
で
住
宅
を
所
有
し

　
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
工
事
後
本
町
に
移
住
予
定
ま

　

た
は
解
体
工
事
の
場
合
は
、

　

町
外
の
方
も
対
象
で
す
。

◆
対
象
工
事　
　

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事 　

　

10
万
円
以
上
の
工
事

　
（
補
助
率
３
割
・
上
限
40
万
円
） 

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
・
映
画
音
楽
な
ど
あ
ら
ゆ

る
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
を
行
い
、

幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
か
ら
高

く
支
持
さ
れ
て
い
る
陸
上
自
衛

隊
第
７
音
楽
隊
の
演
奏
会
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　
11
月
15
日
㈰

　

午
後
２
時
～
午
後
3
時

　

開
場
午
後
1
時
45
分

◆
場
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

　

※
整
理
券
が
必
要
で
す
。

【
整
理
券
配
付
場
所
】

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

　

南
部
公
民
館

　

改
善
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

　

☎
�
３
３
３
３

　
「
音
楽
で
楽
し
く
健
康
サ
ポ
ー

ト
！
」～
音
楽
療
法
か
ら
認
知

症
予
防
に
つ
い
て
学
ぼ
う
～　

　

音
楽
療
法
は
、
心
身
の
健
康

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
す
。
音

②
解
体
工
事 

　

50
万
円
以
上
の
工
事

　
（
補
助
率
２
割
・
限
度
30
万
円
）

※
建
設
業
許
可
を
得
て
い
る
町

　

内
事
業
所
が
施
工
す
る
工
事 

◆
申
請
期
限（
着
工
前
に
申
請
）

　

12
月
30
日
㈬　

【
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
建
設
課
建
築
・
住
宅
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
２

　

合
併
処
理
浄
化
槽
と
は
、
家

庭
か
ら
出
る
し
尿
、
生
活
雑
排

水
を
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し

て
き
れ
い
な
水
に
す
る
施
設
で

す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
公
共
下

水
道
区
域
外
の
専
用
住
宅
、
店

舗
併
用
住
宅
お
よ
び
共
同
住
宅

で
す
。
住
宅
の
新
築
ま
た
は
既

存
住
宅
の
水
洗
化
に
よ
り
、
設

置
を
予
定
し
て
い
る
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

上
下
水
道
課

　

☎
�
７
５
１
４

楽
を
聴
い
た
り
歌
っ
た
り
す
る

こ
と
で
、
脳
の
活
性
化
や
心
身

に
安
定
を
も
た
ら
す
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。　

◆
日
時　
11
月
18
日
㈬

　

午
後
１
時
40
分
～
３
時

◆
場
所　
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く

　

り
や
ま
（
朝
日
４
丁
目
）

◆
定
員　
30
人　

◆
講
師　
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り

　

や
ま
作
業
療
法
士　

　

大
友
千
里
さ
ん

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま

　

☎
�
２
６
０
０

　

初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　
11
月
28
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

◆
場
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

◆
料
金　
２
８
０
０
円

◆
定
員　
10
人

◆
講
師
　

　

Flowerloop

浅
田 

由
紀
さ
ん

◆
申
請
期
限　
11
月
13
日
㈮

【
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

　

☎
�
３
３
３
３　

11
月
の
納
税
…
町
道
民
税
第
4
期
・
国
民
健
康
保
険
税
第

国
民
健
康
保
険
税
第
55
期
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第

期
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
55
期
・
介
護
保
険
料
第

期
・
介
護
保
険
料
第
55
期
の
納
期
限
は

期
の
納
期
限
は
1111
月月
3030
日
㈪
で
す
。

日
㈪
で
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】
課
税
内
容
…
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ　
☎
�
７
５
０
５　

  

納
税
…
税
務
課
収
納
グ
ル
ー
プ　
☎
�
７
５
０
６

令
和
８
年
度
栗
山
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）　
１
億
２
４
０
９
万
２
１
０
０
円(

３
４
０
２
件
）
※
９
月
30
日
現
在
で
す
。

身
体
障
が
い
者
自
動
車
改
造
費・

運
転
免
許
取
得
費
助
成

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
の
日

く
り
や
ま
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

「
陸
上
自
衛
隊
第
7
音
楽
隊
」

子
ど
も
の
補
聴
器
購
入
費
等

の
助
成

人
に
や
さ
し
い
住
宅
助
成

詳
細
は
こ
ち
ら
▼

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
毎
月
第
３
水
曜
日
開
催
）

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設

冬
期
閉
鎖

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
作
品
展

催
　
し

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を

冬
季
間
、
月
曜
開
放
し
ま
す

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
▼

「
く
り
や
ま
に
ほ
ん
ご

ク
ラ
ス
」
そ
ら
開
講

多
肉
植
物
の
リ
ー
ス

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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午
前
９
時
～
正
午

◆
場
所　
開
拓
記
念
館

◆
料
金
　
１
人
２
０
０
円

◆
申
請
期
限　
11
月
27
日
㈮

【
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

　

☎
�
３
３
３
３　

　

男
女
別
に
よ
る
６
人
制
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

◆
日
時
　
12
月
6
日
㈰　

　

午
前
９
時
～　

◆
場
所　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対
象　
町
内
会
・
自
治
会
・

　

企
業
単
位
、
介
護
学
生
で
構

　

成
さ
れ
た
チ
ー
ム

※
編
成
が
困
難
な
場
合
は
複
数

　

の
町
内
会
・
自
治
会
・
企
業

　

で
の
合
同
編
成
も
可

◆
申
込
方
法

　

各
町
内
会
・
自
治
会
に
送
付

　

す
る
申
込
用
紙
を
提
出

※
企
業
、
介
護
学
生
の
申
し
込

み
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
へ

◆
申
込
期
間　

　

11
月
16
日
㈪
～
27
日
㈮

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
６
１
６
１

　

～
知
っ
て
い
ま
す
か
？
私
た

ち
の
身
近
な
川
～
保
原
元
二
氏

が
道
庁
技
師
と
し
て
、
夕
張
川

新
水
路
に
生
涯
を
さ
さ
げ
た
開

拓
の
物
語
。
関
連
す
る
お
す
す

め
本
も
あ
り
ま
す
。

◆
日
時
　
11
月
22
日
㈰

　

午
後
３
時
～
５
時

◆
場
所　
図
書
館
視
聴
覚
室

◆
料
金　
無
料　
申
込
フ
ォ
ー
ム

　
電
話
、来
館
で
申
込
く
だ
さ
い
。

◆
定
員　
60
人

◆
講
師　
室
蘭
工
業
大
学
名
誉
教
授

　

桃
野
正
さ
ん
（
町
内
在
住
）

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

図
書
館　

☎
�
6
０
５
５

　

昔
な
が
ら
の
杵
と
臼
を
使
っ

た
も
ち
つ
き
を
体
験
し
、
つ
い

た
お
餅
は
そ
の
場
で
味
わ
い
ま

す
。
大
人
だ
け
の
参
加
も
歓
迎

で
す
！

◆
日
時
　
12
月
６
日
㈰

◆
日
時　

　

令
和
９
年
１
月
10
日
㈰

　

午
後
２
時
～
４
時

※
受
付
開
始
午
後
１
時
～

◆
場
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

◆
対
象　
平
成
18
年
4
月
2
日

　

か
ら
平
成
19
年
4
月
1
日
ま

　

で
に
生
ま
れ
た
方

※
町
内
対
象
者
に
は
案
内
状
を

　

送
付
し
ま
す
。

※
町
外
在
住
の
参
加
希
望
者
は

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　

　

社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

◆
日
時　
12
月
20
日
㈰

◆
場
所　
札
幌
市

◆
区
分
　
甲
種
（
資
格
制
限
あ
り
）　

　
乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

◆
料
金　
甲
種
７
２
０
０
円
、

　

乙
種
５
３
０
０
円
、
丙
種

　

４
２
０
０
円

◆
申
込
期
間　

　

11
月
4
日
㈬
～
11
日
㈬

※
電
子
申
請
・
書
面
申
込

【
問
い
合
わ
せ
】

　

消
防
署
☎
�
０
１
５
０

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
１
（
２
０
５
）
５
３
７
１

◆
日
時　
12
月
2
日
㈬　

◆
場
所　
北
海
道
自
治
労
会
館

　
（
札
幌
市
北
区
北
６
条
西
７
丁
目
）

◆
区
分　
一
般
、
給
油
取
扱
所

◆
料
金　
　　

　
５
３
０
０
円（
北
海
道
収
入
証
紙
）

◆
申
込
期
限　
11
月
17
日
㈫

※
定
員
に
達
し
次
第
締
切

【
問
い
合
わ
せ
】

　

消
防
署
☎
�
０
１
５
０

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
１
（
２
０
５
）
５
３
７
１

○
無
料
パ
ソ
コ
ン
講
習

◆
講
習
日　

　
令
和
9
年
2
月
16
日
㈫
、
17
日
㈭

　
（
長
沼
町
中
央
長
沼
会
館
）

◆
申
込
期
限　

・

令
和
９
年
２
月
10
日
㈬

○
資
格
・
免
許
取
得
助
成

・

建
設
機
械
技
能
講
習
は
受
講

費
用
の
全
額
を
助
成

 

・
自
動
車
免
許
運
転
な
ど
の
資

格
・
免
許
取
得
は
、
費
用
の

６
割
（
12
万
円
限
）
を
助
成

※
要
件
、定
員
、予
算
枠
あ
り
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

南
空
知
通
年
雇
用
促
進
協
議

会（
商
工
観
光
課
内
）

　

☎
�
７
７
０
５

　

札
幌
弁
護
士
会
所
属
事
務
所

に
よ
る
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
（
一
人
約
30
分
程
度
）

11
月
20
日
㈮

午
後
１
時
～
４
時

◆
場
所　
し
ゃ
る
る

◆
定
員　
（
予
約
制
）
６
人

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
１
３
２
２

文
化
講
演
会

「
夕
張
川
と
人
々
の
暮
ら
し
」

親
子
餅
つ
き
の
つ
ど
い

試
験
・
講
習
・
相
談

季
節
労
働
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

支
援
事
業
（
町
内
在
住
者
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

令
和
9
年

栗
山
町
は
た
ち
の
つ
ど
い

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

第
45
回
全
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会

申
込
は
こ
ち
ら
▼

現在、実行
委員、7人
が、式典に
向けて準備
中です！

▲
詳細はこちら

無
料
法
律
相
談

詳
細
は
こ
ち
ら
▼

学校情報番組（スクールライフラジオ）　　　町内の児童生徒・学生の皆さんが週替わりで番組を担当するエフエムくりやまのラジオ番組。
　  各学校の発信に加え、子どもたちが気になる最近の話題などを、ラジオを通じて届けます。

【今後の放送日】   毎週月・木曜 18：30 ～ 19：00、日曜  14：30 ～ 15：00※木・日曜は再放送です。

■栗山高校　　　    　  2 日・   5 日・   8 日　　   ■栗山中学校　　　　 9 日・12 日・  15 日
■ボランティアパーソナリティ    16 日・19 日・22 日　　   ■介護福祉学校　   　23 日 ・ 26日 ・29 日
■角田小学校　   　　30 日・12 月 3日・6日

【問い合わせ】　商工観光課観光・賑わい推進グループ　☎ 76-7787

国 民 年 金

　「ねんきんネット」とは、いつでもどこで
も、パソコンやスマートフォンからご自身
の保険料の納付額や年金見込額（年額）な
どの年金情報を確認することができるサー
ビスです。
　ご自身の年金記録と年金受給見込額を確
認し、未来の生活設計について考えてみま
せんか。

  年金情報を気軽に確認！
ねんきんネットねんきんネット活用してみませんか？

【問い合わせ】
・「ねんきんネット」
　（日本年金機構ホームページ）
　https://www.nenkin.go.jp/n_net/

\ 1
い い み ら い

1 月 30 日は「年金の日」/

・ねんきんネット専用ダイヤル
　☎ 0570（058）555（ナビダイヤル）
・住民保健課国保グループ　
　☎ 73-7508

　飲料水は、1 人当たり 3ℓ× 3 日分の備蓄
が必要とされています。
　蓋付きの清潔な容器に入れ、直射日光の当
たらない涼しい場所に保管しましょう。
　水道水の塩素による消毒効果は時間が経つ
と減少しますので、3 日程度でくみ替え、期
間が過ぎた水は洗濯などに利用してください。

【問い合わせ】
上下水道課　☎ 73-7514

災害に備えて災害に備えて　　  　　  を備蓄しましょう！を備蓄しましょう！

　　
詳細はこちら

▼   

①飲料水は人数分を用意！　

水水

　災害時には、飲料水のほかにも多くの生活
用水が必要になります。
　飲料水とは別に蓋付きのポリタンクに用意
したり、お風呂の残り湯を捨てずにくみ置き
しておくと、トイレなどに利用できます。

②生活用水も備蓄を！　

スマートフォンの操作などを気軽に相談で
きる窓口を開設しています。
※予約は不要ですが、業務の都合により、　
　急遽中止になることがあります。

【問い合わせ】総務課情報・DXグループ 　☎ 73-7519

毎週水曜　 
　時間　9:00～16:00
　 場所　いきいき交流プラザ

  　スマホ操作スマホ操作などのなどの相談相談をしませんかをしませんか？？

「スクラジ！くりやま」　「スクラジ！くりやま」　学校情報番組（スクールライフラジオ）
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念願の７代目「馬追橋」が完成！   　　こちら

Vol.101

栗山町長　佐々木　学

   町民の皆さん、こんにちは。
  日ごとに寒さが深まってきましたが、いか
がお過ごしでしょうか。
　栗山町と長沼町とを結ぶ、道道恵庭栗山線
に架かる「馬追橋」が完成し、10 月 16 日に
開通式典・開通式を執り行いました。
　開通式には、両町の関係者のほか、事業実
施主体である北海道や施工業者、地権者など
130 名ほどが出席し、本町の長尾家、長沼
町の曽我部家の三世代家族を先頭に、渡り初
めを行いました。
　「馬追橋」の歴史は古く、明治 34 年に初代
の橋が完成し、以降、夕張川の氾濫や洪水に
よる落橋、老朽化により 6 代にわたり架け
替えられ、この度、7 代目となる「馬追橋」と
して生まれ変わりました。
　今後も、本町の発展を支え、暮らしに寄り
添う未来への架け橋として、その役割を果た
してくれることを願っています。
　さて、実りの秋、またスポーツ・芸術の秋
を迎え、秋を彩るさまざまなイベントが開催
されています。
　10 月 1 日から 4 日間、東京代々木公園で
開催された「第 30 回北海道産直フェア」に参
加し、町特産品の販売・ＰＲを行いました。
　北海道ふるさと会連合会が主催する本
フェアには、東京栗山会をはじめ 24 団体が
参加され、東京栗山会のブースでは、メロン
や南瓜、馬鈴薯、玉葱など栗山町が誇る農産
物のほか、きびだんごやクラフトビールなど
を出品しましたが、飛ぶように売れ、大変な
盛況となりました。
　販売・ＰＲに、献身的に頑張っていただい
た、渡辺貞会長はじめ東京栗山会の皆さんに、
心から感謝いたします。

　10 月 11 日には、「第５回くりやまハーフ
マラソン」を開催しました。
　今大会には、地元栗山町はもとより道内外
から過去最高となる 1,885 人のランナーに
エントリーいただき、遠くは熊本県から、ま
た最高齢は 88 歳と、幅広い年代の方にご参
加いただきました。
　毎回、改善と工夫を凝らしながら開催し、
ランナーや関係者から、高い評価をいただい
ておりますが、歴史と伝統を引き継ぐ大会と
して、さらにレベルアップしてまいります。
　今大会の運営にご尽力いただいた、すべて
のスタッフやボランティアの皆さんに、心か
ら感謝と御礼を申し上げます。
　10 月 17 日から 2 日間、カルチャープラ
ザ「Ｅｋｉ」で開催された、町総合文化祭の開
幕行事「第 42 回くりやま芸術祭」に行ってき
ました。
　本芸術祭は、昭和 60 年から開催されてい
る伝統行事で、絵画・書道・華道・陶芸・盆
栽など、数多くの力作が展示され、芸術・文
化の広がりを感じました。
　今回、私も、伊達ご夫妻のご指導を賜り、
生花を出展させていただきました。
　今月 3 日には「第 59 回芸能祭」「第 35 回カ
ラオケ発表会」なども開催されますので、是
非、多くの町民皆さんに足を運んでいただき、
文化活動の素晴らしい成果を見ていただきた
いと思います。
　町民の皆さん、インフルエンザが異例の早
さで流行していますので、体調面には十分お
気をつけてお過ごしください。

【今月の主な動向】※変更の場合もあります。

11月1日㈰ 栗山町内連合会 70 周年記念式典
11月2日㈪ 町議会一般会議
11月3日㈫ 
                  ～ 6 日㈮

東京出張（安全・安心の道づ
くりを求める全国大会ほか）

11月8日㈰
2026 ふれあい広場くりやま
社会福祉貢献者表彰式

11月9日㈪ 栗山町水防協力団体認定書交付式

11月10日㈫
K-1 ぐらんぷり（介護サービス
利用者作品）授賞式

11月11日㈬
町政功労者表彰式
栗山町避難行動要支援者支援
対策協議会

11月12日㈭ 学校給食試食会
11月15日㈰
                ～ 19日㈭

東京出張
（全国町村長大会ほか）

11月20日㈮
継立小学校閉校記念式典
角田小学校閉校記念式典

11月21日㈯ 発達障害理解促進講演会

11月23日㈪
栗山天満宮新嘗祭
北海道知事政経セミナー

11月24日㈫
令和 9年度商工振興施策要望
栗山地区警察官友の会優良警察官表彰

11月25日㈬
除排雪業務安全大会
町長のふれあい訪問

11月26日㈭
町議会一般会議
南空知葬斎組合議会定例会

【行事】

栗山高校での町総合防災訓練

７代目「馬追橋」開通式典・開通式

第 42 回くりやま芸術祭

第５回くりやまハーフマラソン

北海道産直フェアで町特産品
を販売・ＰＲ

町

室

長

【来客】

髙倉淳さんなど「泉麟太郎ゆかり
特別講演会」実行委員会の皆さん

北海道消防協会空知地方支部
南空知分会の鈴木英雄分会長

アンプティサッカー日本
代表監督の尾形行亮さん

津久井直子局長など空知
総合振興局の皆さん

加藤孝俊名誉会長など日本クラ
ブユースサッカー連盟の皆さん

株式会社マクニカ、株式会社
みつばモビリティの皆さん

美瑛慈光会と介護人材確保包
括連携協定を締結

秋のまちづくり懇談会

南空知消防組合消防演習

栗山消防団では、令和８年度第１回火災想定訓練
を実施します。不時呼集（日にちを指定せず下記
の期間内に実施）で訓練を行いますので、火災と
間違わないようご注意ください。
◆期間：11 月 2 日㈪～６日㈮ まで
◆時間：6：00 ～ 7：00　（分団毎に訓練実施）
　【問い合わせ】消防署消防第１課　☎ 72-0150

火災想定訓練を実施します

ひ
と
り
ご
と

ひ
と
り
ご
と

Kuriyama town

戸籍のまど

（敬称略）おくやみ

9 月 1 日～ 30 日届出分

ひ
と
り
ご
と

ひ
と
り
ご
と

▼
人
差
し
指
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
、
親
指
は

反
対
側
に
ク
イ
っ
と
開
く
。
だ
い
た
い
そ
れ

ぐ
ら
い
。
私
が
今
年
見
た
一
番
大
き
な
カ
マ

キ
リ
の
大
き
さ
で
す
。
道
産
子
少
年
だ
っ
た

私
は
、
カ
マ
キ
リ
を
見
た
こ
と
な
ど
な
く
、

図
鑑
に
載
る
凶
暴
な
フ
ォ
ル
ム
に
強
い
憧
れ

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
私
が
お
じ
さ

ん
に
な
っ
て
か
ら
遅
れ
て
の
登
場
。
今
と

な
っ
て
は
ま
っ
た
く
喜
べ
ま
せ
ん
。
身
近

な
と
こ
ろ
も
目
に
見
え
て
自
然
が
変
化
し

て
い
ま
す
。
気
が
付
け
ば
家
の
周
り
に
タ

ン
ポ
ポ
も
咲
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
自
然

再
興
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
渡
辺
） 

                

▼
役
場
庁
舎
に
は
北
側
に
窓
が
あ
る
部
屋
が

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
が
日
に
何
度

か
行
く
御
大
師
山
が
よ
く
見
え
る
部
屋
が
あ

り
ま
す
。
今
の
季
節
、
そ
の
部
屋
に
入
る
た

び
に
、
日
ご
と
に
色
ず
く
御
大
師
山
が
見
ら

れ
、
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
本
当
に
一
日
一
日
山
の
色
が
変
わ
る
の

で
す
。
昔
、
秋
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま

し
た
が
、
最
近
は
以
前
よ
り
長
く
楽
し
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
黄
色
や
オ
レ
ン
ジ
や

赤
、
美
し
く
色
づ
い
た
木
々
が
青
空
に
映
え

る
御
大
師
山
を
、
今
年
も
写
真
に
収
め
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
小
野
寺
）

編
集
担
当
者
の

編
集
担
当
者
の

ひ
と
り
ご
と

ひ
と
り
ご
と

ひ
と
り
ご
と

ひ
と
り
ご
と

人のうごき
※9月30日現在、（　）内は前月比です

人　口　　10,308人　
　男　　 4,853人
    女　　　  5,455人　
世帯数　　  5,623世帯

（-29）
（-19）
（-10）
（-15）

住所 氏名 年齢 月日 世帯主
南学田 長尾　悦子 87 8/27 博昭
角 田     木キクヱ 94 8/31 智
松風３ 岡田テル子 98 9/9 本人
桜 山 中山　竹一 84 9/10 本人
松風４ 千葉　幸則 74 9/10 本人
継 立 飯沼　　紀 82 9/11 本人
中 里 榎本　　仁 55 9/14 本人
朝日４ 図書　和男 91 9/18 本人
中央４ 大橋　弘知 86 9/20 本人
松風４ 沼田　綾子 46 9/20 政則
湯 地 田中幾久美 86 9/28 貴志
桜丘１ 西下紀久子 86 9/29 本人

厚生労働省北海道労働局労働基準監督署（支署） 
☎011-709-2311

  広告

町へ
物　品

（教育寄附） 株式会社Ｎ－ＧＲＩＴＳ（角田）

金一封
（総務寄附金） 亀岡　ヨシヱさん（札幌市）

ご厚意

（敬称略）おめでた
住所 氏名 月日 保護者名

松風３ 竹原　侑
ゆいと
弦 8/26 卓也  ・  雪乃

11月27日㈮

議友会総会
南空知定住自立圏首長会議
南空知ふるさと市町村圏組合
議会第 2回定例会
栗山商工会議所永年勤続役員議
員表彰

11月28日㈯
栗山地区交通安全協会創立 70
周年記念式典

緊急情報をメールでお知らせする『栗山町防災情
報メール』が不正アクセスによって、個⼈情報が
漏洩した可能性があります。事実が判明した場合
は、あらためてお知らせします。

栗山町防災情報メールの
個人情報漏洩の可能性について

J アラートによる情報伝達試験でを実施します。
緊急告知 FM ラジオ放送、栗山町防災情報メール
を登録されている方に「これは J アラートのテス
トです」と通知します。
　◆日　時　11 月 11 日㈬　午前 11 時ころ

Ｊアラート全国一斉情報伝達試験

【問い合わせ】総務課広報・防災グループ☎ 73-7501
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■ 「広報くりやま 1月号」の原稿締切は 11月30日㈪まで 
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